
アメリカ大統領のリーダーシップ  
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アメリカの大統領とその権限  

 
・初代ワシントン～第44代のオバマ大統領（計43人）。 
・国王の回避と三権分立（当初は立法府が優位として想定）。 
・選挙人による間接選挙（極めて複雑な選挙制度）。 
・任期は4年、最大2期までで、再任は禁止 （1951年の憲法第22修正条項より）。 
・党のリーダーであり、国家のリーダー、そして軍の最高指揮官。 

	
 ・拒否権、外交権、戦争施行権 
（戦争権限法：60日＋30日）、人事任命権、行政命令（こちらは連邦裁判所による審査が必要）、行
政特権（個人の秘密保持） 

・実際には議会の影響力は限定的（パナマ×２、朝鮮戦争、 
ベトナム、グレナダ） 

 
おまけ：ホワイト・ハウスはＴＲによって命名	
  
・1800～1814年；1817年に再建 
・リンカーン夫人とケネディー夫人がインテリアデザイン 
に貢献、 

・リンカーン・ベッドルーム（旧執務室） 
 

 
 
危機下の指導者としてのリンカーン、ローズヴェルト、ケネディ 

なぜこの3人なのか？ AL, TR, & JFK 
 
・大統領ランキングで常に上位（１，５，１１） 

	
 ・世界的な知名度 
	
 ・危機において国を正しい方向に導いた真のリーダー 
	
 ・カリスマ性を有しているものの、完璧ではない人間性 
	
 ・個人的に好感が持てる（さらにリクエスト） 
 
おまけ：いずれも米空母の名前になっている 

CV-67 John F. Kennedy (1967-2007) “Big John” 準キティーホーク級 
CNN-71 Theodore Roosevelt (1984) “Big Stick” ニミッツ級4番鑑 
CVN-72 Abraham Lincoln (1988) “Abe” 
CVN-79 John F. Kennedy (2020予定） フォード級2番鑑 

 
16代：エイブラハム・リンカーン（1809-1865）  
“ 

That government of the people, by the people, for the people, 
shall not perish from the earth.” 
 
・ケンタッキー州生まれ、9歳の時に母が病死（インディアナ州）。 
・義母が教育を重視し、独学で学ぶ（イリノイ州）；父との仲は 
険悪。 

・1834年にイリノイ州議会に初当選し、政治家としてのキャリア 



を始める。 
・1842年にMary Toddと結婚；4人の子供が産まれるものの、一人しか成人しない。 

	
 ・1846年にホイッグ党の連邦下院議員として初当選。 
	
 ・一期務めたのち、弁護士業に戻る。 
	
 ・奴隷制をめぐり、ホイッグ党を離脱し、共和党の結成（1854）に貢献する 
	
 ・1858年に上院議員の席をめぐってダグラス氏と討論での一騎打ちにおいて敗北するものの、名声は

全国的なものとなる。 
・1860年に共和党の初代大統領として当選：1861年3月～1865年4月。 

	
 ・1861年のワシントン平和会議の失敗をもって、南部が連邦を離脱。 
	
 ・南北戦争の勃発；1861年4月12日（サムター要塞への砲撃）。 
	
 ・1864年に再選されるも、翌年暗殺される（56歳）。 
 
危機の大統領：南北戦争（1862-65） 
背景：奴隷制反対のリンカーン大統領が当選したことによって、サウスカロライナ州を皮切りに南部の

州が連邦を離脱。合衆国の解体を阻止するため、反対論を押し切り戦争（内戦）を決意する。 
対応：サムター要塞の包囲の突破を試みて南部との全面的な戦争が勃発。優れた指揮官にめぐまれず、

はじめは連戦連敗だったか、豊富な物資力、経済力、さらには南部の経済封鎖を武器に情勢を逆

転。これを契機に奴隷解放宣言を行う。 
結果：産業革命の恩恵を受けた最初の近代戦争。双方、甚大な被害を被るが、 
最終的に北部（ユニオン）が勝利。（双方の合計死者は推計 75万人以上）  

内容：南部諸州には軍政が敷かれる。当初は、穏健な占領政策が考えられていたが、リンカーン暗殺に

より厳しい平和へと転換。再建期は 1877年まであったが、1898年の米西戦争まで南部は敗者扱
い。奴隷制を禁止する憲法修正条項を通過させるものの、黒人に対する差別は残る（二流市民） 

 
26代：セオドア・ローズヴェルト大統領（1858-1919）   

 
“It’s hard to fail. But it is worse never to have tried to succeed.” 

 
・ニューヨーク州生まれ；同州を代表する名家（裕福な家庭）。 
・体が弱かったため（コンプレックス？）、家庭教師を通して勉学 
する。 
・1876年、ハーバード大学に入学（小	
 村寿太郎と金子堅太郎も同

時期に留学）。 
	
 ・卒業論文の「1812年の海洋戦争」は古典的名著の位置づけ。 
	
 ・1884年2月、母と妻を同じ日に亡くす；荒野へ出て自分を鍛える。 
	
 ・ニューヨークに戻り、市長戦に出馬するも落選。 
	
 ・ニューヨーク州警察長官を経て、1897年に海軍次官に任命。 
	
 ・米西戦争に参戦、全国的に有名になり、1898年、ＮＹ州知事として当選。 
	
 ・1900年、厄介者を退けるつもりで副大統領候補として任命、勝利する。 
・マッキンリーの暗殺によって史上最年少の大統領へ（1901年3月～1909年2月）。 

	
 ・ポーツマス講和会議での功績により、ノーベル平和賞を受賞（初）。 
	
 ・米海軍の増強、パナマ運河の開削、日米関係の強化。しかし、学統隔離事件が勃発。 
	
 ・20世紀において米大統領の地位とプレステージの向上に貢献する。 
 
35 代：ジョン・Ｆ・ケネディ（1917-63）  

 
“My fellow Americans, ask not what your country can do for 
 you, ask what you can do for your country.” 

  
・マサチューセッツ州生まれ；アイリッシュ系アメリカ人のカトリ 
ック教徒。 

・裕福な名家に育つ（父は駐英大使）；子供の頃からバカンス、他方 



で病弱な体質。 
	
 ・1936年にハーバード大に入学；休みにはヨットでフランスまでクルーズ。 
・1940年に海軍に入隊（陸軍は不可）、太平洋戦争勃発後、ＰＴ船の艦長に。 
・1943年 8月、彼が指揮する PT-109が駆逐艦「あまぎり」によって沈められる。 

 	
 ・1944年、怪我によって名誉除隊、1945年から父のコネでハースト系新聞の記者となる。 
	
 ・1944年 8月に海軍パイロットの長兄が事故死したことに、父の期待を一身に負う。 
・1946年に連邦下院議員に初当選、3期務める。 
・1952年に連邦上院議員に当選、翌年ジャクリンと結婚（娘が次の駐日大使）。 

	
 ・上院議員としての活躍は病気のために限定的（2度の手術）。 
	
 ・1960年に僅差でニクソンに勝利（49.7%対４9.5%）。 
・選挙によって選出された最年少の大統領（1961年 1月～1963年 11月）。 

	
 ・冷戦への対応：ロシア、ベトナム、キューバ（のちにキューバ危機へと発展） 
・1963年に暗殺（アーリントン墓地に埋葬）；実弟のロバートも 5年後に暗殺 
 
危機の大統領：キューバミサイル危機  

 
"Let us never negotiate out of fear. But let us never fear to negotiate."  
（1962年 10月 14-28日） 
 

背景：ソ連が核弾道を積んだミサイルをキューバに持ち込んでいることが発覚。米本土に近接してい 
るため、米国の安全保障上を脅かす事態に。（カストロからすれば、自国の安全保障上、必要な 
対抗措置。） 

対応：核戦争を回避しつつ、最大限に現実的かつ強い対応を模索。強硬論者はキューバに対する攻撃 
を唱えたが、ケネディは最終的に海上封鎖と臨検という政策を選択。チキンゲームとなったが、 
アメリカは確実に戦争に踏み切ると考えたソ連側が折れる。 

結果：ソ連はキューバから核ミサイルを全て撤去。他方の米国もキューバに対して侵攻しないことを 
確約すると共に、トルコとイタリアに配備されていたジュピター・ミサイルを静かに撤去する。 

内容：プレステージ（威信）の観点からケネディの大勝利。譲歩したフルシチョフは 2年後に失脚。 
ただ、これを機に米ソホットラインが設置され、その後両国はデタントへと向かう。なお、カ 
ストロは米国に対する核攻撃を求めるも、相手にされず。 
 

総括：三人から何が学べるか？ 
 

苦難を乗り越えた幼少期 
心のたくましさと決断力（仕事を部下に一任することも重要） 
危機から逃避しない意思と勇気 
リーダーとしての自覚 
現実主義的な政策を実施（状況に対して柔軟に対応する） 
最近の日本の危機と言えば東北大震災の際の福島原発；菅総理はリーダーとして果たして適切に 
行動したか？ 
 

 
提言： 日本のリーダーシップをいかに強化するか 
  
 短すぎる在任期間 → 長期安定政権を目指す 
 揚げ足をとるメディア → win-winの姿勢 
 見限るのが早い国民 → 大局重視へ 
 元首相としての振る舞い → 元トップとしての自覚 
 より権威・威厳があるポストへの変容 
 リーダーとしての帝王学と品格(character)  
 既得権益からの脱却 
 一部大統領制の導入？＝より大きな権力を与える 


